
  
 
 
   盛夏の候、地域の医療機関さまにおかれましては、いかがお過ごしでしょうか。今回の地域医療連携室 

ニュースは６月に開催しました職員全体研修の模様と C 型肝炎地域連携パスの取り組みについてお伝え 

します。 

【MRM 全体研修】 
  ６月 21 日に研修会を開催しました。 

今年度は、各部門の代表者が事例を振り返り、 

今後の対策を発表しました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【C 型肝炎地域連携パス】                

   平成 22 年度診療報酬改定で、肝炎インターフェロン    

治療連携加算が新設されました。 

当院では、かかりつけ医さまと連携し、C 型肝炎地域 

連携パスによる継続的な治療の取り組みを行って 

います。現在６名の患者さまに運用しています。 
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★診察時に、必ずお持ちください。

かかりつけ医：

 

   

毎年、小林副院長が

司会・進行をしてい

ます。 

柴田理事は、医務局

代表の発表です。 
研修会の参加人数は 250 名でした。 

全職員対象の研修会であり、参加できなかっ

た職員は、後日追加研修が予定されています。 

看護部：榮口次長 臨床検査科： 

吉山臨床技術部長 

放射線科： 

米澤技師長 

薬剤部：田井次長 

 

糖尿病地域連携パスの糖尿病連携手帳

が７月下旬に配布される予定です。 

ご紹介の時に、ご活用ください。 

「地域連携パス」とは、・・

地域のかかりつけ医の先生と市立池田病院の医師が、

あなたの治療経過を共有できる「治療計画表」のこと

です。「連携パス」を活用し、かかりつけ医と市立池

田病院の医師が協力してあなたの治療を行います。

C型慢性肝炎の標準治療であるペグインターフェロ

ン・リバビリン併用療法は、

週１回のペグインターフェロン

注射が24～72週間続き、

患者さんにとっては大変な

治療となります。

無事に最後まで治療を続けるためには、かかりつけ

医の先生の協力がかかせません。

ペグインターフェロン・リバビリン併用療法の開始

時に強い副作用が出ることがあります。最初は市立池

田病院で治療を受けていただき、その後病状の安定し

た方はかかりつけ医の先生のところで、

週１回のペグインターフェロンを

注射して頂きます。
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【お知らせ・1】 

当院では、病理組織検査報告書を事前に

FAX させていただいておりましたが、今後

は正所見と共に報告させていただくことに

なりました。病理組織検査結果を急がれる

場合は、事前にお知らせください。FAX に

てお知らせいたします。 

【お知らせ・2】 

   


